（公開授業Ⅱ）　　　第１学年Ｃ組　英語科学習指導案
授業者　竹川　由紀子
１年Ｃ組教室
１　題材名　　Project 1 (New Crown English Series 1)

２　教科・題材における「やりくりのたとえば」

中学校学習指導要領の改訂により，英語の技能の一つである「話すこと」が「話すこと（発表）」と「話すこと（やり取り）」に細分化され，５つの領域でより具体的な目標設定がなされた。小学校での外国語活動や外国語の授業を経験し英語の素地を身に付けた生徒たちは，以前にも増して英語を使ったやりとりが即興でできるようになっているように思える。一方，中学校で本格的に文字を書いたり，単語を組み合わせて英文を書いたりする活動では，以前と同様に入門期の丁寧な指導が求められることも感じる。小学校の授業で英語に慣れ親しんできている生徒たちは，視覚，聴覚情報から感じ取ったことを英語でやりとりしようとする。中学校では，活用の場面をより焦点化して，知っている表現を使える場面の設定と実際に読んだり，書いたりする活動を繰り返すことで，インプットとアウトプットの積み上げを行っている。

この単元では，知っている語いで自分を紹介する英作文づくりの活動を行う。学習した知識をやりくりして「書くこと」を通して気持ちを伝える授業展開を行い，写真や直筆の文字などを示しながら英国の生徒たちを意識させた取り組みとしたい。本時は，自己紹介英文を元に今秋に交流するイギリス人生徒の書いた英文を読み，そして相手への質問を考えて自己紹介文を完成させる活動へと発展させていく。鳥取大学地域学部足立和美特命教授の指導をいただき，海外から届いた資料や直筆の文字を扱うことで，生徒が英語でのやりとりを現実のものとして，リアリティを感じさせながら授業が行えるようにした。直筆文字とその情報からイギリスの生徒の文字に対する意識や人気スポーツの相違など，さまざまな文化の背景についても読み取らせることができる。相手についての情報を読んだことを元に，生徒が相手の何に興味を示し，どんな質問を考えるのかは個々によってさまざまである。

本校の特色ある教育活動の一つとして，英国ケント州のニューステッドウッドスクールとの国際交流がある。2014年に両国の生徒同士が手紙のやりとりを始め，2015年には日本語を専攻する英国生徒が来日し，本校生徒と授業で交流した。その後も手紙やメールなど定期的なやりとりが続き，現在は隔年（2年に一度の）国際交流が定着した。今年度は，2年に一度の国際交流の開催年であり，生徒たちにとっては心待ちにしている行事が計画されている。

「正しい知識をできるだけたくさん効率的に学習すること」でなく，「正解のない問い，あるいは解が定まらない問いに最適な答えを考えて発信できる力」が，本時の活動を通して深まり，自分の書いた英語が「伝わった」と感じる内発的な動機づけが，今後の国際交流でも意欲的な生徒の姿勢を期待したい。


３　授業構成
（１）教師と教材

　中学校学習指導要領では，「コミュニケーションを図る 基礎となる資質・能力の育成」を目指し，3つの柱に沿った目標が提示されている。そのうち， (学びに向かう力・人間性等)に関する項目の目標が次のように示されている。
	外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的 に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。


イギリスの生徒の直筆文字を通して，生徒は外国の文字文化に触れ，記載された情報を読み取ることでスポーツや流行なども理解することができる。また，相手の背景を理解した上で相手との情報の送受信を行っていく。初歩的な表現を扱うが，外国の生徒が書いた文字を読んだり，その相手に対して自分のことを英文で書いたりすることで実際のやり取りを実感させ，今後の学習への意欲としたい。

（２）子どもと教師
生徒たちは発音練習や音読を通して語彙を習得し，それらのインプットとアウトプットを繰り返すことを通して英語でコミュニケーションすることができるようになってきている。本来，コミュニケーションは「伝えたい」「話したい」という内発的な動機づけがあって，その必要感が生まれる。本時で扱う教材「自己紹介をしよう」では，習得した知識や表現を使って自己紹介文を書くという活動に，実際にイギリスの生徒へ伝えるという目的を示す（「見える化」する）ことで，生徒たちの「書きたい」「伝えたい」内発的動機を与えることとした。
英語を用いることで体感できる喜びや，英語でやりとりすることの意図にも触れながら，単なる言語の習得で終わらせない，学びの広がりや深まりに繋げていきたい。今後自分一人でも学習できるような生徒（Independent Learner）として育てたい。

（３）子どもと教材
この単元では，知識として身に付けた語いを使って自己紹介文を書く教材である。生徒にとっては，英文を書いて文字で自分のことを伝える活動は本時が初めての題材となる。実際にはどのような場面が考えられるか，できるならば自分のことをあまり知らない相手に対して自分を伝えることを目的としたいと考え，相手として国際交流をするイギリス人生徒へ自己紹介する場面を設定した。
相手の情報からどんな人物なのかを想像し，その内容に関連した質問文を考えさせたい。自分の知っている語いをやりくりして伝えようとする。生徒の気持ちの中に「伝えたい」思いが生まれることを期待している。

４　単元目標
· 積極的に自己表現活動に取り組んでいる。	　（コミュニケーションへの関心・意欲・態度）
· 自分のことについて伝える内容を整理しながら，工夫して自己紹介文を書くことができる。
（表現の能力）
· さまざまな国の言語や文化についての英文を読み，その国の人や文化について理解する。
（言語・文化への知識・理解）

５　学習計画（全3時間）
　　第１時　一般動詞を使って自分の生活を英語で表現する			…１時間
　　第２時　私の自己紹介　自己紹介の英文を書く				…１時間
第３時　私の国際交流　イギリスの友達へ自己紹介文を書く		…１時間　（本時）

６　本時の学習について
（１）本時の目標
· 英文の情報を読み，イギリスの生徒について理解する。	（言語・文化への知識・理解）
· やりとりの相手を意識した自己紹介文を書くことができる。		　　　（表現の能力）

（２）期待される生徒の様相
「読むこと」（イギリスの生徒の情報を読む）の場面　
A) イギリスの生徒が書いた情報を読み取り，その内容について正しく理解する。互いの文化の共通点や違いに気づき，日本と比較しながら内容を読み取ることができる。
B) イギリスの生徒が書いた情報を読み取り，その内容について正しく理解する。互いの文化の共通点に気づき，自分と比較しながら内容を読み取ることができる。
C) イギリスの生徒が書いた情報を読み取り，その内容について理解する。名前や誕生日などの基本的な情報を読み取ることができる。

「書くこと」（自己紹介文を書く）の場面
A) 6文以上の英文で自己紹介の英文を書くことができる。一般動詞を適切に使い，つなぎ言葉や代名詞を使って紹介文を書くことができる。やりとりの相手に適した質問文を1文加えて書くことができる。
B) 5文以上の英文で自己紹介の英文を書くことができる。一般動詞を適切に使い英文を書くことができる。やりとりの相手に適した質問文を1文加えて書くことができる。
C) 3文から4文程度の英文で自己紹介の英文を書くことができる。一般動詞を適切に使い英文を書くことができる。やりとりの相手への質問文を1文加えて書くことができる。

（３）本時における「やりくり」
· 英語を学習し始めた1年生の生徒が自己紹介文を書く活動を通して，既習の語いでどのくらい英文を書くことができるか，インプットの蓄積を実際に活用（アウトプット）する場面を設定する。自分の知っている語いを使ってどのように伝えるのか，生徒のやりくりに期待したい。
· また，実際に交流する相手の文字を読み，何を質問したいかを考えさせることで相手を意識したやりとりをめざしたい。




本時の展開
（○教師の意図　◇全体への支援　◆個への支援）
	学習活動
	教師の支援・意図　※評価

	1. あいさつ


2. アウトプット活動①
一般動詞の確認・音読
一日の生活の音読
　　　相手とのやりとり



3. 発表とシェアリング①
生徒の自己紹介文を紹介し，共有する

4. やりとりの相手を理解する
イギリスの生徒の情報を読む
（個人→班）
写真・名前・年齢・兄弟，姉妹
好きなことなどの書かれた情報を読む




5. アウトプット活動②

相手を意識した自己紹介文を書こう

・相手を意識した質問文を加えた
自己紹介英文を書く（班→個人）
　目標は6文

6. 発表とシェアリング②
　　相手への質問文を加えた自己紹介文を
紹介し全体で共有する。

7. 振り返り
　　本時の振り返りをする
	· 表情やアイコンタクトを意識してあいさつし，学習の雰囲気づくりをする。

· 1日の生活に関する一般動詞を音読確認する。連語・英文の音読・繰り返しなど順に段階をあげて定着を図る。
· 読み手が，一日の生活を書いた英文を正しく音読するよう指示する。聞き手が，読み手の音読した内容を繰り返すことで英語のやりとりをするよう指示する。
· 一度で聞き取れない場合に用いるPardon?の用法を確認し，自然な発話の中で使用させる。
· 一般動詞の使い方や文と文のつながりを考えた英文の良さを紹介し，本時の活動でも意識にさせる。

· イギリスの生徒の情報を紹介し，やりとりの相手を意識させて活動に取り組ませる。
· 個人での読み取りから班で情報を共有し合うことで思考を広げたい。
· 英文の情報を読み，イギリスの生徒について理解することができる。　　　　（言語・文化への知識・理解）
· 基本的な情報は上段に，具体的なことは下段に書かれていることを伝え理解のヒントとする。

· 読み取った情報を元に，相手を意識した質問を一つ加えて英文を書くように指示する。
· 班で様々な表現を確認し，自己紹介に加える最後の質問として何が適切かを考えさせる。
· やりとりの相手を意識した自己紹介文を書くことができる。　　　　　　　　　　　　　　（表現の能力）
· 班ごとに考えた質問を示すことで英文づくりのヒントとする。
· 生徒が自己紹介文を発表し，それについて評価し全体で良さや工夫を共有する。


· 目標としていた英文で自己紹介が書けているか，相手を意識した質問が書けたかを確認し活動を評価する。


資料①　本時で扱うアウトプット活動　教科書Ｐ４２　
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資料②　本時で扱う主活動　教科書Ｐ４６　自己紹介をしよう　
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資料③　自己紹介英作文ワークシート
Project 1 自己紹介をしよう      Class    No.      Name               
伝える相手を意識しながら，自己紹介の英文を書きましょう。英文は6文を目標にします。
始まりのあいさつ　Hello. / Hi. 
	1. 
	I’m …  /  I’m from … / I’m thirteen.
	
	1. 私は○○です / 〇〇出身です / 〇歳です

	2. 
	I like  …  
	
	2. 私は○○が好きです～

	3. 
	I have ...
	
	3. 私は … を持っています /  … がいます
… を飼っています

	4. 
	I play …
	
	4. 私が… をします / … を演奏します

	5. 
	I sometimes cook onigiri for my family.
	
	5. 私はときどき家族のために「おにぎり」を作ります～

	6. 
	
	
	6. 


　終わりのあいさつ　Thank you. / Nice to meet you.　など
あいさつ
	 


内容
	 I am 

	 

	 

	 

	 

	 

	 


	  あいさつ

	


	資料④　イギリスの生徒の直筆メッセージ　　　　　　　　　　　　　　
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